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４．２．２ PDF ファイル化

  生成した GIF や TIFF ファイルを PDF ファイルに変換するには“Adobe Acrobat

4.0”の“PDF Writer”を用いる。複雑なレイアウトを正確に変換することが必要なデ

ザイン分野等で使われる“Acrobat Distiller”もあるが、財団の保有情報に関しては手

軽に扱える“PDF Writer”で十分であり、以後の PDF 変換は“PDF Writer”を意味

するものとする。

１）圧縮オプションの設定

圧縮オプションは表 4.2.2.1 の 4 種類から選択することになる。Run Length 以外は

画像情報の損失はない。

圧縮オプション 特  徴
CCITT グループ 4
（以下 CCITT4）

汎用性が高く殆どの白黒画像の圧縮に適している。

ZIP 或るパターンの繰り返しを含んでいる画像の圧縮に適

している。

CCITT グループ 3
（以下 CCITT3）

ファックスで使用している圧縮方式で白黒ビットマッ

プを一列づつ圧縮する。

Run Length 白と黒の大きな領域が多い画像の圧縮に適している。

            ＊CCITT=International Coordinating Committee for Telephony and Telegraphy

表 4.2.2.1 圧縮オプションの種類

   

  表 4.2.1.1（15 ページ）の a)～d)に相当するサンプルを機関誌「サウンド」14 号か

ら次ページの図 4.2.2.1 の様に選んで圧縮オプション別に検証してみた。
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              a) 文書                                   b) 線画

             c) 濃淡画                                  d) 白黒写真

図 4.2.2.1 機関誌「サウンド」14 号から選んだサンプルのページ
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  検証結果を表 4.2.2.2 に示す。

 

データ量（KB）

PDF
圧縮オプションの設定

GIF/
TIFF

(300dpi) CCITT4 ZIP CCITT3 Run
Length

GIF 120 57 107 92 201
a) 文書

“線画モード”

TIFF 95 57 101 92 189

GIF 64 27 56 51 108
b) 線画

“線画モード”

TIFF 54 26 51 51 97

GIF 175 138 140 172 229
c) 濃淡画

“白黒ﾊｰﾌﾄｰﾝﾓｰﾄﾞ”

TIFF 188 163 150 185 223

GIF 171 230 153 215 229
d) 白黒写真

“白黒ﾊｰﾌﾄｰﾝﾓｰﾄﾞ”

TIFF 231 214 155 227 210

表 4.2.2.2 GIF/TIFF－圧縮方式の違い

データ量は、太字・下線で示す様に a),b)は CCITT4 が d)は ZIP が少ない。c)は双方

でほぼ同程度である。Run Length は d)の TIFF が少し減る他は、反って増えてしまい

問題外である。CCITT3 も CCITT4 と比較して d)の GIF が少し減る他は増えてしまう。

この結果から総合的に判断して a),b)は CCITT4、d)は ZIP、c)は CCITT4 と ZIP と

を使い分けてデータ量の少ない方を採用すれば良い。

GIF と TIFF とを比較すると、読み取ったときは、a),b)は TIFF が少なく、c),d)は

GIF が少ないが、PDF 変換すると双方とも余り変わらなくなる。結局、GIF と TIFF

とを使い分ける必要は余りないと言える。

次に a),b)について“白黒ハーフトーン”で読み取った場合を次ページの表 4.2.2.3 に

示す。表 4.2.2.2 と太字・下線の数字を比べると、TIFF は a)57→72、b)26→35 とデ

ータ量がかなり増えるが、GIF は a)57→63、b)27→29 と若干の増加に止まっている。

勿論“線画モード”と比べて PDF の画質の差異は肉眼では分からない様にした。Run
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Length と CCITT3 はここでもデータ量が増えるので除外してよい。

結局、若干のデータ量の増加を度外視すれば a)～d)全てを“白黒ハーフトーン”で

GIF で読み取るといった一括処理も可能と言える。特に方式Ⅰで a),b)と c),d)とが混在

したページ全体を一度にデジタル化する際は便利であろう。又、実際に作業していると

線画か濃淡画かでよく迷うことがあるが、全て“白黒ハーフトーン”で機械的に作業で

きれば悩むことも無く効率的に処理できる。

データ量（KB）

PDF
圧縮オプションの設定

GIF/
TIFF

(300dpi) CCITT4 ZIP CCITT3 Run
Length

GIF 120 63 109 93 198
a) 文書

“白黒ﾊｰﾌﾄｰﾝﾓｰﾄﾞ”

TIFF 100 72 107 96 186

GIF 64 29 57 52 107
b) 線画

“白黒ﾊｰﾌﾄｰﾝﾓｰﾄﾞ”

TIFF 58 35 56 54 96

表 4.2.2.3 GIF/TIFF－圧縮方式の違い

  参考のため 17,18 ページの図 4.2.1.1 に示した事例 2～4 について、300dpi で読み取

ったものを PDF ファイルに変換した場合の比較を設定状況とともに図 4.2.2.2 に示す。

双方とも品質的には全く変わらない。

２）セキュリティオプションの設定

“PDF Writer”を用いて PDF ファイルに変換する際、セキュリティオプションの

設定ができる。今回の場合はダウンロードによる印刷は可能とするが、その PDF ファ

イルに変更を加えることは一切出来ないように設定する。

デジタルのコンテンツは改ざんされて二次配布されたとしてもオリジナルとの識別

が不可能であり、その点このセキュリティ機能は特に大切である。
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300dpi PDF

事例２

事例３

事例４

300dpi PDF
設定状況 ﾓｰﾄﾞ ﾌｧｲﾙ形式 ﾃﾞｰﾀ量

（KB）

圧縮

ｵﾌﾟｼｮﾝ

ﾃﾞｰﾀ量

（KB）

事例 2＋3 線画

ﾓｰﾄﾞ

GIF 19 CCITT4 9

事例４ 白黒ﾊｰﾌ

ﾄｰﾝﾓｰﾄﾞ

GIF 32 ZIP 26

図 4.2.2.2 300dpi で読み取った事例を PDF ファイルに変換した場合の比較

注）配信用では PDF の出力図を480dpiで読み取った。300dpiに続いて重複して読み取

ることになったので少し汚くなっているが、実際の画質は変わらない。
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